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今年度の蓮田病院トピックス

平成29年は国の内外を問わず、多様な変化が見受けられます。国内に

限定しても天皇の退位等に関する皇室典範特例法の成立、日本出身力士と

して19年ぶりとなる稀勢の里の横綱昇進、月末金曜日に実施されること

となったプレミアムフライデーの開始など様々な時代の流れを今まさに体

験している最中とも言えます。

蓮田病院においても新しい変化が生まれてきています。それは、3年ぶ

りとなる初期臨床研修医の受入と埼玉県内でも数少ない蓮田消防署との協

同による派遣型救急ワークステーションの設置です。

東京医科歯科大学の卒後臨床研修プログラムに則り、28ある協力病院

の一つである蓮田病院に本年4月より2名の研修医が着任いたしました。

彼らはこの春に大学を卒業したばかりの情熱にあふれた、若いながらも優

秀な先生です。若い研修医が存在することで病院自体に活気が生まれると

ともに、彼らのよき手本となるべく襟を正す事で、蓮田病院の基本理念で

ある「思いやりのあるやさしい医療」の実践、ひいては、患者様に対する

より良い医療の提供に繋がります。

また、今年度より蓮田市と蓮田病院が協定を締結し、蓮田病院内に派遣

型救急ワークステーションを設置することになりました。これは、救急救

命士などの教育拠点施設として、消防本部の救急車と救急隊員を配置して、

病院研修を行いながら必要に応じ救急出動に対応するものです。救急救命

士は実習・実践を重ねることで救命技術の維持向上に努める事ができ、市

民の皆様からの救急要請時にその技術を遺憾なく発揮できるようになるも

のと信じています。

いずれの変化も患者様本意の医療を提供するためのものであり、より地

域に根ざした病院を目指した努力を継続することをお約束いたします。



蓮田病院公開講座のお知らせ

日時：平成２９年１０月６日（金） １３：１５～１３：４５

テーマ ： 放射線を利用した検査
～不安な検査を安心して受けてもらうために！～

講 師 ： 診療技術部 冨田功

参加費 ： 無料

お問い合わせ：病診連携室 TEL ０４８－７６６－３６６０

※諸事情により講師及びテーマが変更になる場合が
ございますのでご了承ください。

編集後記

医師・看護師（医療従事者）が輝けるステージを！！

食欲の秋、スポーツの秋と言われる季節に
なりました。月日の立つのが異常に早く感じ
られる今日この頃ですが、仕事柄一度に複数
の仕事が舞い込んできてストレスを感じるこ
とがしばしばあります。皆さんは、そのよう
な時、どの様にしてストレスを発散されてい
ますでしょうか。私の場合は、中学時代から
大好きな映画をポテトチップやおせんべいを
かじりながら一日中だらだらと勧奨している
ことがあります。皆さんもご自身にあったス
トレス散方法を見つけて、これからの季節を
有意義にお過ごしください。

広報委員 恒松 秀臣

第22回蓮田市やさしさいきいきフェスティバル（愛称 やさいき祭）

日 時 平成29年10月22日（日）雨天決行
10時～14時

場 所 蓮田市総合市民体育館（パルシー）・蓮田市総合文化会館（ハストピア）

今年も、当院では『骨密度測定』を実施します。測定は片足を機器に乗せて頂き数分で終了し
測定結果もお渡し致します。この機会に自分の骨の量を調べ、日常生活を見直して見ませんか。

総務課 主任 斉藤 善広

【総務課の紹介】

主な業務内容

♦ 人事・労務管理・給与

♦ 経理・財務・決算

♦ 用度・物品管理

♦ 設備・防災関係

♦ 行政・官公庁関係対応

♦ 院内行事の運営 等

上記、業務内容がルーティンとなりますが幅広い業務を行っていますので、「縁の下の力持ち」

として重要な役割を担う部署です。

医療機関で働く職員の多くは資格（ライセンス）を取得しています。患者さんに最善の医療を提

供するという共通の目的を持ち、それぞれの専門知識、技術を活用して役割を果たすチームとも言

えます。自分たちの技を磨き、最良の医療を提供したいという思いは強いものがあるでしょう。

医師・看護師が〈ひまわり〉で、我々は〈かすみ草〉の役割であり、この最高の役者たちが輝い

て働けるステージを用意する働きを担っています。

病院全体としてどのような状況にあるのか、地域の環境・近隣の医療機関の状況・医療制度の方

向性など時代の変化に対応して戦略を立てていくことも必要であると感じます。


